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革新的な発想を科学的に実行し、
それぞれの活動の連鎖によって、
持続的に成長できる企業体質へと
変革してまいります。

■長期構想

さらなる100年レンジでの持続的成長の礎を創り上げる期間と
位置づけ、変革のための施策を立て続けに打つ

挑戦を
繰り返す
挑戦を
繰り返す

新しい成果を
積み重ねる
新しい成果を
積み重ねる

持続可能な
企業体質を
創り上げる

持続可能な
企業体質を
創り上げる

株主のみなさまにおかれましては、平素から格別

のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。またこの

度の新型コロナウイルス感染症や自然災害など、困

難に立ち向かっていらっしゃる方々が一日も早く平穏

な生活を取り戻せますようお祈り申し上げます。

東洋インキグループは、2018年度より「変化の

ための挑戦を繰り返す3年間」と位置づけて中期経

営計画「SIC-Ⅰ」をスタートさせ、成長に向けた既存

事業の変革や新事業への挑戦に取り組んでいます。

2020年度は「SIC-Ⅰ」の仕上げの年として、年度方

針である「積極的に拡大させる事業への社内外との

連携強化、重点投資による着実な成果の創出」、「生

販技一体となったコストダウン、利益創出による事

業やエリアの構造改革の確実な実行」、「業務改革

への間断なき挑戦の繰り返しによる大胆な変化」を

着実に推進してまいりましたが、世界的な消費活動

の停滞に伴う販売の伸び悩みに加え、原材料の調

達や生産活動への支障が発生するなど、非常に厳し

い状況が続きました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間（1～

6月）の売上高は減収になりましたうえ、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

それぞれ減益になりました。

以上のような状況ではありますが、東洋インキグ

ループではWithコロナの中で新しい働き方を推し進

め、感染リスクの低減と生産性の向上を両立させて

まいります。そして日本および世界各地で日々の職

務に取り組む東洋インキグループ全社員の意思と力

を結集し、Afterコロナの時代を見据えたグループ

全体の提供価値「For a Vibrant World（すべての生活

者・生命・地球環境がいきいきと共存・共生する世界）」の

実現を目指して、社会の持続的な成長に貢献できる

価値を創り続けてまいります。

株主のみなさまにおかれましては、今後ともより

一層のご指導とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。

2020年9月

代表取締役社長　髙島 悟

“For a Vibrant World”
生活文化創造企業 東洋インキグループ

100年レンジでの持続的成長が

可能な企業体質に変革し、

すべての生活者・生命・地球環境が

いきいきと共生する世界の実現に

貢献する企業グループを目指します

株主のみなさまへ

2第183期中間報告書1



革新的な発想を科学的に実行し、
それぞれの活動の連鎖によって、
持続的に成長できる企業体質へと
変革してまいります。

■長期構想

さらなる100年レンジでの持続的成長の礎を創り上げる期間と
位置づけ、変革のための施策を立て続けに打つ

挑戦を
繰り返す
挑戦を
繰り返す

新しい成果を
積み重ねる
新しい成果を
積み重ねる

持続可能な
企業体質を
創り上げる

持続可能な
企業体質を
創り上げる

株主のみなさまにおかれましては、平素から格別

のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。またこの

度の新型コロナウイルス感染症や自然災害など、困

難に立ち向かっていらっしゃる方々が一日も早く平穏

な生活を取り戻せますようお祈り申し上げます。

東洋インキグループは、2018年度より「変化の

ための挑戦を繰り返す3年間」と位置づけて中期経

営計画「SIC-Ⅰ」をスタートさせ、成長に向けた既存

事業の変革や新事業への挑戦に取り組んでいます。

2020年度は「SIC-Ⅰ」の仕上げの年として、年度方

針である「積極的に拡大させる事業への社内外との

連携強化、重点投資による着実な成果の創出」、「生

販技一体となったコストダウン、利益創出による事

業やエリアの構造改革の確実な実行」、「業務改革

への間断なき挑戦の繰り返しによる大胆な変化」を

着実に推進してまいりましたが、世界的な消費活動

の停滞に伴う販売の伸び悩みに加え、原材料の調

達や生産活動への支障が発生するなど、非常に厳し

い状況が続きました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間（1～

6月）の売上高は減収になりましたうえ、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

それぞれ減益になりました。

以上のような状況ではありますが、東洋インキグ

ループではWithコロナの中で新しい働き方を推し進

め、感染リスクの低減と生産性の向上を両立させて

まいります。そして日本および世界各地で日々の職

務に取り組む東洋インキグループ全社員の意思と力

を結集し、Afterコロナの時代を見据えたグループ

全体の提供価値「For a Vibrant World（すべての生活

者・生命・地球環境がいきいきと共存・共生する世界）」の

実現を目指して、社会の持続的な成長に貢献できる

価値を創り続けてまいります。

株主のみなさまにおかれましては、今後ともより

一層のご指導とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。

2020年9月

代表取締役社長　髙島 悟

“For a Vibrant World”
生活文化創造企業 東洋インキグループ

100年レンジでの持続的成長が

可能な企業体質に変革し、

すべての生活者・生命・地球環境が

いきいきと共生する世界の実現に

貢献する企業グループを目指します

株主のみなさまへ

2第183期中間報告書1



4第183期中間報告書3

上半期 年度計

1,356

調整後
2,801 2,902 2,799

1,3941,410
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上半期 年度計
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61
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2020
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2017 2018 2019 2020

2020年度上半期2019年度上半期

2020年度上半期2019年度上半期

日本

802

434

86 59

870

505

101 71

30 27

1
△1

32 27

1
△1

アジア ヨーロッパ 北米・
中南米

日本 アジア ヨーロッパ 北米・
中南米

上半期
年度計

2,403

168

104

調整後
147
調整後
147

132

26

ROE（単位：%）
調整後
6.7
調整後
6.7

4.84.8
5.45.4

3.93.9

売上高推移 単位：億円

営業利益推移 単位：億円

親会社株主に帰属する当期純利益推移・ROE 単位：億円

所在地別売上高 単位：億円

所在地別営業利益 単位：億円

※記載金額は億円未満を四捨五入しています。

当社は2017年度より、それまで毎年4月1
日から翌年3月31日としていた決算期を、毎
年1月1日から12月31日までに変更してい
ます。
その為、2017年度は決算期変更の影響によ
り、対象期間が国内は4～12月の9か月間、
海外は1～12月の12か月間となっています。
※2017年度の「調整後」は、国内・海外ともに1～12月
に調整した実績値です。

業績ハイライト
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記載金額は億円未満を四捨五入しています。
各事業の売上高・営業利益の金額は、事業間の取引を控除していません。

22.9% 23.2%

2019年度
上半期

2020年度
上半期

営業利益推移
（単位：億円）

19

346
288

2019年度
上半期

2020年度
上半期

売上高推移
（単位：億円）

売上高構成比
2020年度上半期

営業利益構成比

13

色材のリーディングカンパニーである当社グループに
とって、有機顔料の合成技術は原点の一つ。ナノレベル
の分散技術は、液晶ディスプレイ用材料やレジストインキ、
カーボンナノチューブなどにも展開されています。

中核事業会社：トーヨーカラー株式会社
◇主な製品 有機顔料、加工顔料、プラスチック用着色剤、

カラーフィルター用材料など

■ 当第2四半期までの概況

　高機能顔料や液晶ディスプレイカラーフィル
ター用材料は、パソコンやタブレット用のディス
プレイが伸長しましたものの、新型コロナウイル
スの感染拡大や、それに伴うオリンピックを始め
とするイベント中止などにより、大型テレビやス
マートフォンの需要が低迷し、高機能製品が伸び
悩み、利益が圧迫されました。
　汎用顔料は、印刷インキ用の低調が続きました
うえ、自動車販売の落ち込みに伴い塗料用も低
調に推移しました。
　プラスチック用着色剤は、国内では衛生関連の
容器用が伸長しましたが、外出自粛やインバウン
ド市場の落ち込みに伴い、飲料キャップ用や化粧
品容器用などが伸び悩みましたうえ、建材や太陽
電池向けなどの販売も減少しました。また東南ア
ジアでの事務機器向けや、北米の自動車向けも
低調に推移しました。

色材・機能材関連事業

事業別活動報告
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樹脂（ポリマー）を素に、合成や塗加工の技術を生かし、
自動車やエレクトロニクスの分野、太陽電池などのエネル
ギー分野、メディカル・ヘルスケア分野などで多くの機
能性製品が採用されています。

中核事業会社：トーヨーケム株式会社
◇主な製品 缶用塗料、樹脂、接着剤、粘着剤、塗工材料、

天然材料、メディカル製品など

■ 当第2四半期までの概況

　塗工材料では、高速通信対応の電磁波シール
ドフィルムの開発や拡販が進みましたものの、サ
プライチェーンの寸断や、その後の需要減少に伴
うスマートフォン市場の低調により、全般的には
売上、営業利益とも伸び悩みました。
　接着剤は、国内では包装用が堅調に推移しまし
たものの、リチウムイオン電池用は伸び悩みまし
た。また海外では、新型コロナウイルスに伴う事
業活動の一時停止により、中国や東南アジアが低
調となりました。粘着剤は、国内ではラベル用は
堅調でしたが、ディスプレイ関連や家電、自動車
向けが伸び悩み、韓国や中国でも低調な推移と
なりました。
　缶用塗料（フィニッシェス）は、国内では外出自
粛に伴いアルコール飲料缶用が伸長しましたが、
自動販売機向けのコーヒーや清涼飲料缶用は伸
び悩みましたうえ、中国や北米でも低調に推移し
ました。

ポリマー・塗加工関連事業

パッケージの製造工程に多様な高機能製品を提供。安心・
安全が求められる食品包装の分野では、インキや接着剤
の水性化、無溶剤化などを進め、また、サスティナブルな
社会をめざし、バイオマス製品の開発も行っています。

中核事業会社：東洋インキ株式会社
◇主な製品 グラビアインキ、フレキソインキ、

グラビアシリンダー製版など

パッケージ関連事業

■ 当第2四半期までの概況

　国内のグラビアインキは、主力の包装用でイン
バウンド需要は落ち込みましたものの、外出自粛
に伴い冷食やレトルト等の家庭用食品向けや、衛
生商品向けの販売が堅調に推移しました。一方、
出版用の需要減少が続きましたうえ、建装材用も
低調に推移し、溶剤や機器販売も減少しました。
　海外では、中国や東南アジア、インドなどで、顧
客や自社拠点の操業停止に伴う影響を受けました
ものの、生活必需品として比較的に早く稼働を回
復できましたうえ、環境対応製品の拡販も進みま
した。
　グラビアのシリンダー製版事業は、包装用が後
半に伸び悩みましたが、エレクトロニクス関連の
精密製版の拡販は進みました。

事業別活動報告
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24.5% △4.4%

記載金額は億円未満を四捨五入しています。
各事業の売上高・営業利益の金額は、事業間の取引を控除していません。
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△2
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0

売上高推移
（単位：億円）

営業利益推移
（単位：億円）

売上高構成比
2020年度上半期

営業利益構成比

当社グループの原点であり、重要な基盤事業の一つ。顔料
や樹脂から最終製品までを一貫生産できる強みを生かし、
環境調和型や高機能など多様な製品を開発。印刷工程で
の標準化サポートなどのソリューションも提供しています。

中核事業会社：東洋インキ株式会社
◇主な製品 オフセットインキ、金属インキ、印刷機械、印刷機器、

プリプレスシステム、印刷材料、インクジェット材料など

印刷・情報関連事業

■ 当第2四半期までの概況

　デジタル化に伴う情報系印刷市場の縮小が続
くなか、国内ではビジネス規模の最適化や同業他
社との協業、コストダウンを強力に進め、利益の
確保を図る一方、海外ではグローバルな拠点拡
充を図りました。また、高感度UVインキや、オン
デマンド印刷向けインクジェット用インキなどの
開発や拡販にも取り組みましたうえ、環境規制に
伴う原材料価格上昇の一部を転嫁させていただ
くため、販売価格の改定も進めております。
　しかし、新型コロナウイルスの感染拡大や長期
化に伴い、国内では外出自粛やイベント中止など
でチラシや広告などの印刷物が減少し、インキの
需要減少が進みました。また中国やインドなど一
部地域では事業活動の一時停止も余儀なくされ
ました。

事業別活動報告



5Gの普及が進むにつれ、より高い周波数帯
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性を持ち、かつシールド性能を向上させた高周波対応電磁波シールド
フィルム「リオエルムTSS®500シリーズ」を開発しました。
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24.5% △4.4%

記載金額は億円未満を四捨五入しています。
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デマンド印刷向けインクジェット用インキなどの
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需要減少が進みました。また中国やインドなど一
部地域では事業活動の一時停止も余儀なくされ
ました。
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主な施策

東洋インキSCホールディングス株式会社は、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止と社員および関係者の
みなさまの安全確保に向けて2月27日に対策本部を
設置し、勤務体制・事業活動・社員教育支援に関する
諸施策をグループに展開してまいりました。

その上で東洋インキグループは、「生活文化創造企業」
として、社会で必要とされる製品・技術の提供を続け
るため、緊急事態宣言発出下においても各製造所・
工場では感染対策を厳格に行った上で通常の操業体制
を維持しました。

東洋インキグループ
オリジナルキャラクター

リオちゃん

東洋インキグループは
新型コロナウイルス感染症の
拡大防止に
取り組んでいます。

東洋インキグループはＷｉｔｈコロナの新常態の中で、引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けて取り組むと
ともに、生産性向上やイノベーションを起こすための働き方改革を推し進めてまいります。
なお、上記内容については、当中間報告書作成時（2020年8月中旬）においての東洋インキグループの取り組みです。

■ 検温、マスク着用、手洗い、消毒の励行
■ 通勤形態や業務内容等に応じて、テレワーク、在宅勤務の推奨
■ ピーク時を避けた時差出勤の推奨

■ ウェブ会議・TV会議の活用
■ 出張の原則禁止
（移動制限解除後は段階的に緩和するも、ウェブ会議等の積極的な実施により低減）
■ 不特定多数が集まるイベント・大会議の延期・中止・ウェブ配信による規模縮小
■ BCPの推進による事業活動への影響の最小化

■ 感染予防および拡大防止を徹底するため、全社員向けガイドブックの提供と周知 
■ 休園・休校等により子の養育が必要な社員へ、積立休暇の使用、特別休暇の追加
■ 駐在員及び家族の安全を最優先とした一時帰国を含めた措置
（各国の事情に応じて柔軟に対応）

勤務体制について

事業活動について

社員に対する教育、
支援について

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた
東洋インキグループの取り組みについて

CSR CSR
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当社では、株主のみなさまと双方向コミュニケーションを目
指し、年に1回アンケートを実施しています。ここでは、特に
多くの方からいただいたご質問・ご要望にお答えいたします。

顔料分散技術などを生かして
様々な分野で開発を進めてほしい。Q
独自の分散技術により、リチウムイオン電池の電極材料を提供します。A
当グループの分散技術は、顔料などの色材にとどまらず、
機能性材料の分散にも広く用いられています。環境負
荷低減に貢献し、高出力・大容量が特長のリチウムイ
オン二次電池（LiB）には、トーヨーカラー株式会社（以下、
トーヨーカラー）のLiB用CNT（カーボンナノチューブ）分
散体が導電助剤として使用されています。

LiBを搭載するハイブリッド車やEVは、走行中のCO₂排出を大幅に
削減することから需要が急増しています。そのため、LiBには脱炭素
社会における新たな電力インフラの要として、大容量化、軽量化、安
全性や耐久性の向上が求められています。

トーヨーカラーのLiB用CNT分散体は、独自の分散技術によってCNT
を高度に分散加工したペースト状の製品です。ごく少量の添加で高導電性

を確保できる為、LiBの大容量化を実現します。
さらに、高純度のCNTを扱いやすい分散体と
して製品供給しているので、LiBの生産効率や
安全性の向上に大きく寄与しています。
東洋インキグループは、日本・中国・北米・ヨー
ロッパの生産拠点によるグローバル供給体制
を構築しており、再生可能エネルギーの普及と
脱炭素社会の推進に地球規模で貢献します。

環境負荷低減に
貢献しています

グラフ出所： （株）矢野経済研究所 「車載用リチウムイオン電池世界市場に関する調査（2019年）」 2019年10月21日発表
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車載用LiB
世界市場規模の推移
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CSR コミュニケーション広場
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流 動 資 産
固 定 資 産
資 産 合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 合 計
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
その他の包括
利 益 累 計 額
新 株 予 約 権
非支配株主持分
純 資 産 合 計
負債純資産合計

2019年12月31日現在科　目 2020年6月30日現在
2,026
1,651
3,676
1,004

509
1,513

317
325

1,466
△50

30

3
71

2,163
3,676

2,000
1,762
3,761
1,067

425
1,492

317
325

1,466
△50

135

3
72

2,269
3,761

2019年度上半期 2020年度上半期
1,394
1,091

242
61

9
7

63
4

28

40

25

△14

1

28

1,233
959
218

55
11
17
49

0
5

45

25

△9

2

26

2019年度上半期科　目 2020年度上半期
営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の四半期末残高

101

△48

△46

△5

2

510

511

46

△56

128

△6

113

538

650

売 上 高
売 上 原 価
販売費・一般管理費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税金等調整前
四半期純利益
法人税・住民税
及 び 事 業 税
法人税等調整額
非支配株主に帰属
する四半期純利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

科　目

85.0

（円） 上半期 年度計

※ 1株当たり配当金は、2018年7月1日をもって実施しました
株式併合の併合割合を勘案して、記載しております。

●中間配当金：1株につき45円
●中間配当の効力発生日（支払開始日）：2020年9月1日
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0
2017年度 2019年度

90.0

45.0

2020年6月

45.0

2018年度

40.0

80.0

40.0

（億円）

618 595602
800

600

400

200

0
2017年度末 2018年度末 2019年度末

749

2020年6月末

連結貸借対照表の要旨 （単位：億円）

◉１株当たり配当金

◉有利子負債の状況

連結損益計算書の要旨 （単位：億円）

連結キャッシュ・フロー計算書の要旨 （単位：億円）

※記載金額は億円未満を四捨五入しています。連結財務諸表の要旨
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連結財務諸表の要旨 会社情報

会社概要

（2020年6月末現在）

有機顔料、加工顔料、プラスチック用着色剤、
カラーフィルター用材料、缶用塗料、樹脂、
接着剤、粘着剤、塗工材料、天然材料、
メディカル製品、グラビアインキ、フレキソインキ、
グラビアシリンダー製版、オフセットインキ、
金属インキ、印刷機械、印刷機器、
プリプレスシステム、印刷材料、インクジェット材料

グループ主要営業品目

創業 1896（明治29）年1月
設立 1907（明治40）年1月15日
資本金 31,733,496,860円
発行済株式総数 60,621,744株
社員数 （連結） 8,183名

（単独） 422名

国内拠点所在地 札幌  千歳  仙台  
東京（京橋、十条）  千葉  茂原  
川口  埼玉  川越  東松山  富山  
金沢  長野  新潟  名古屋  静岡  
富士  春日井  守山  大阪  
寝屋川  京都  西神  尼崎  岡山  
広島  高松  福岡  北九州  熊本

海外拠点所在地 アメリカ合衆国  カナダ  
ブラジル  メキシコ  
フランス  ベルギー  イギリス  
ドイツ  リトアニア  トルコ  
中華人民共和国  台湾  
大韓民国  シンガポール  タイ  
マレーシア  ミャンマー
フィリピン  インドネシア  
ベトナム  インド  
アラブ首長国連邦　モロッコ

事業拠点 ※太字 製造拠点含む

代表取締役会長
代表取締役社長

専務取締役
常務取締役
常務取締役

取締役
取締役
取締役
取締役
取締役
取締役

常勤監査役
常勤監査役
常勤監査役

監査役
監査役

北川　克己
髙島　　悟
青山　裕也
濱田　弘之
中野　和人
甘利　公人
木村　恵子
酒井　邦造
金子　眞吾
平川　利昭
井出　和彦
石川　　隆
垣谷　英孝
野邊　俊彦
池上　重輔
小野寺千世

役員（取締役・監査役）
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2020年
1月 2月 3月 4月 5月 6月

2019年
7月 8月 9月 10月 11月 12月

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（円）（円）
24,000

21,000

18,000

15,000

12,000

0

（千株）

2020年
1月 2月 3月 4月 5月 6月

2019年
7月 8月 9月 10月 11月 12月

4,000

3,000

2,000

1,000

0

売買高

日経平均株価株価

1,463
1,673 1,728 1,816

1,659

2,090

1,285
1,527

2,397
2,692

3,004

3,579

21,59421,594
20,63020,630

21,58521,585
22,19722,197

23,27823,278 23,66023,660 23,64323,643
23,18023,180

18,97418,974
19,20819,208

20,54320,543

22,48722,487

2,240
1,994 2,143

2,397
2,594 2,606 2,444

2,089

1,580
1,817 1,911 1,982

2,417 2,388 2,539 2,698 2,808 2,779 2,667 2,644
2,230 2,125 2,168 2,194

個人その他
19.1%

金融機関
20.6%

外国法人など
20.0%

その他の法人
36.3%

金融商品
取引業者

4.0%

1千株以上
5.8%

100株以上
4.0%

100株未満
0.1%

5千株以上
2.1%

1万株以上
7.3%

10万株以上
80.7%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

順位 会社名 持株数（千株） 持株比率

凸版印刷株式会社

サカタインクス株式会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

ＳＭＢＣ日興証券株式会社

株式会社日本触媒

全国共済農業協同組合連合会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口)

東洋インキグループ社員持株会

東洋インキ取引先持株会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）

13,646 

2,335 

1,805 

1,740 

1,661 

1,541 

1,508 

1,399 

963 

849 

22.51%

3.85%

2.98%

2.87%

2.74%

2.54%

2.49%

2.31%

1.59%

1.40%

※自己株式2,206,853株を除く。

◉株価の推移（東京証券取引所）

◉売買高の推移（東京証券取引所）

◆大株主

◆所有数別株式数比率 ◆所有者別株式数比率

2020年6月30日現在

2020年6月30日現在2020年6月30日現在

株式情報
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23,27823,278 23,66023,660 23,64323,643
23,18023,180

18,97418,974
19,20819,208

20,54320,543

22,48722,487

2,240
1,994 2,143

2,397
2,594 2,606 2,444

2,089

1,580
1,817 1,911 1,982

2,417 2,388 2,539 2,698 2,808 2,779 2,667 2,644
2,230 2,125 2,168 2,194

個人その他
19.1%

金融機関
20.6%

外国法人など
20.0%

その他の法人
36.3%

金融商品
取引業者

4.0%

1千株以上
5.8%

100株以上
4.0%

100株未満
0.1%

5千株以上
2.1%

1万株以上
7.3%

10万株以上
80.7%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

順位 会社名 持株数（千株） 持株比率

凸版印刷株式会社

サカタインクス株式会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

ＳＭＢＣ日興証券株式会社

株式会社日本触媒

全国共済農業協同組合連合会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口)

東洋インキグループ社員持株会

東洋インキ取引先持株会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）

13,646 

2,335 

1,805 

1,740 

1,661 

1,541 

1,508 

1,399 

963 

849 

22.51%

3.85%

2.98%

2.87%

2.74%

2.54%

2.49%

2.31%

1.59%

1.40%

※自己株式2,206,853株を除く。

◉株価の推移（東京証券取引所）

◉売買高の推移（東京証券取引所）

◆大株主

◆所有数別株式数比率 ◆所有者別株式数比率

2020年6月30日現在

2020年6月30日現在2020年6月30日現在

株式情報



〒104‒8377 東京都中央区京橋二丁目2番1号

この冊子に関するお問い合わせ先 グループ総務部 TEL.03（3272）5731
インターネットによるお問い合わせ先 https://schd.toyoinkgroup.com
 E-mail info@toyoinkgroup.com

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

株主名簿管理人
お よ び
特 別 口 座 の
口座管理機関

郵便物送付先

電 話 照 会 先

毎年1月1日から12月31日まで

毎年3月下旬

●定時株主総会・期末配当： 毎年12月31日
●中間配当：毎年6月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番１号　三井住友信託銀行株式会社

〒168‒0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話　0120‒782‒031（フリーダイヤル）

◎住所変更、単元未満株式の買取・買増などのお申し出について
株主さまの口座のある証券会社にお申し出ください。
なお、証券会社に口座がないため、特別口座が開設されました株主さまは、
特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

◎未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

毎年6月30日現在の株主名簿に記載または記録された当社株式を2単元（200株）以上
かつ1年以上継続保有する株主さまを対象に、年1回、当社オリジナルカタログからお好
みの商品（1,000円相当）を1点お選びいただき、贈呈いたします。毎年9月下旬頃に当社
オリジナルカタログを発送し、お選びいただいた株主さまから順次、発送させて頂きます。 

株式のご案内

株主優待制度

この報告書は、当社グループのTOYO KING® NEX NVシリーズを使用して印刷しています。 
このインキは、バイオマス度40％以上で、石油系の揮発性有機化合物（VOC）を含まない環境にやさしいインキです。
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